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研究成果の概要（和文）： 

（1）先史時代の植物利用を明らかにするため、全国の約 40 遺跡の出土編組製品等約 1000

点の植物種同定を行った。（2）この同定のために現生植物約 70 種 150 個体を蒐集し、組

織切片を作成して基礎資料とした。（3）佐賀県東名遺跡の籠編物 3 点と青森県三内丸山遺

跡の籠編物 1 点について、同定結果に基づき、同じ植物素材を用いて復元制作した。これ

らの成果品については報道発表を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 
(1) In order to clarify plant use of the prehistoric age in Japan, material plants of about 
1000 baskets excavated from about 40 archeological sites were identified. (2) About150 
samples of about 70 species of living material plants were collected for this 
identification. (3) About three baskets of the Saga Higashimyo Site and one basket of 
the Aomori Sannai Maruyama Site, restoration work was carried out using the same 
plant material based on the identification result. The press release was made about 
such result articles.  
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１．研究開始当初の背景 

 東アジアの新石器文化はまさに植物資源
に依拠した文化といえるもので、食糧資源、
木材資源として人々の生活に大きく関わっ
てきたのは紛れもない。しかし、遺物として
の出土機会が少ないことからか、かご編物、

アンペラなどの編組製品についてはあまり
関心が払われてこなかったのも事実で、編み
方などについては若干の研究はあるものの、
その素材についてはきちんとした研究は極
めて少ない。新石器時代の「容器」として土
器が最も根源的であることは誰しもが認め
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るところだが、木製容器（刳物）と並んで編
組製品も新石器人の生活において重要な働
きをしていたことは間違いなく、更に縄など
は単に蔓植物を使ったものから遙かに進ん
で素材を単一から複数にした上で「撚り」を
与えて強度と柔軟性を獲得した、極めて高度
な技術に基づくものであるものの、その実態
はほとんど明らかになっていなかった。 

 

 

２．研究の目的 

 日本と中国の新石器時代遺跡から出土す
る植物性編組製品および縄、紐などの植物製
品（編組製品等）に焦点を絞り、１）それら
の素材となった可能性のある現生樹木の枝、
木材、樹皮、蔓植物・草本類の茎葉の蒐集と
それらの組織プレパラ−トの作成を行い、２）
それらの外部形態および組織構造の顕微鏡
写真画像のデータベースを作成し、３）それ
らを活用して、日本と中国の新石器遺跡から
出土する植物性編組製品等の素材を高精度
に同定し、民俗学分野の編組製品研究者、考
古学分野の編組製品研究者の協力を仰いで、
４）東アジアの新石器時代における編組製品
等への植物利用文化の変遷を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（1）【編組製品等素材可能植物リスト作り】
植物民俗学および考古学研究者のを得て、民
俗事例研究諸文献の調査および国内各地の
民俗資料館収蔵品等から編組製品として利
用可能な植物種をリストアップ、そこに挙が
った植物種に形態的および系統的に類似、近
似した植物種も加えたリストを作成して編
組製品素材可能植物データベースを作成す
る。 

 

（2）【編組製品等素材可能植物の試料蒐集と
組織切片作成】このデータベースに挙がって
きた現生植物種について、東北大学植物園標
本館所蔵標本を活用しつつ、新たな現生植物
標本とその形態組織解析用試料を蒐集し、材、
樹皮、小枝、茎葉等の組織プレパラ−トを作
成し、画像データベースの基礎資料を作成す
る。 

 

（3）【遺跡出土編組製品等の試料蒐集と素材
同定】佐賀県東名遺跡、福井県鳥浜貝塚遺跡
を始めとする編組製品等を出土した全国の
縄文、弥生時代遺跡および中国浙江省の新石
器時代遺跡の出土遺物について、遺物の観
察･計測を行い、その素材の試料提供を受け、
パラフィン/樹脂包埋等の処置を施して組織
切片を作成し、光学顕微鏡により現生素材可
能植物と比較同定する。また、漆製品等、切
片での同定が不可能なものはデジタルマイ
クロスコープ、X線CTスキャン等を用いる。 

 

4）以上の結果から日本・中国の新石器時代
における編組製品等の素材選択と編組技法
の地域性、時代性とその変遷を明らかにする。 

 

 

４．研究成果 

（1）現在の民具民芸等についての民俗事例
の文献調査と博物館、資料館、郷土館等に収
蔵展示されている編組製品等の調査、遺跡出
土編組製品の報告の調査を行い、それらのデ
ータベース化を進めると共に、それらき記載
される素材植物とその近縁種・形態類似種か
らなる編組製品素材可能植物のリスト化を
行った。 

 

（2）このリストを基に、本科研費に依る出
張とその他の機会も活用して東北地方、関東
地方、四国、九州地方など、また、中国、タ
イ、ネパールなど国内外で素材可能植物の蒐
集に努め、シダ植物、針葉樹類、双子葉類、
単子葉類約 70 種 150個体の茎、若枝、葉柄、
葉、樹皮、材等編組製品等の素材として使わ
れうる部分の試料 250 点を得た。 

 

（3）蒐集した素材可能試料の横断切片およ
び必要なものについては縦断切片、細胞乖離
標本を作成し、観察を行い、顕微鏡写真を撮
影して画像データベースの基本データとし
た。 

 

（4）北海道の忍路土場遺跡など 4 遺跡、青
森県三内丸山遺跡、是川遺跡、土井 1 号遺跡
など 6 遺跡、宮城県山王囲遺跡、新潟県野地
遺跡、福井県鳥浜貝塚遺跡、東京都下宅部遺
跡、奈良県唐古･鍵遺跡、纒向遺跡、鳥取県
高住井戸添遺跡など 3 遺跡、佐賀県東名遺跡
から出土した編組製品・繊維製品等について、
既存資料の再検討と新規の試料採取を行っ
た。 

 

 
青森県土井 I 号遺跡出土籃胎漆器の編組素材ののデジタ

ルマイクロスコープ像 

 

（5）蒐集した遺物試料について組織切片を



作成し、観察同定を行ったほか、籃胎漆器等
についてはデジタルマイクロスコープによ
る残存組織の表面観察による同定、漆漉布の
ように切片作成が困難なものについては X

線 CT スキャンによる観察同定を試みた。遺
物の同定結果については報告書等の作成に
あわせて逐次結果を報告した。 

 

宮城県山王囲遺跡の漆漉布の CT スキャン像 

 

（6）遺物素材の同定された結果に基づき、
東名遺跡の 3 点の籠編物、三内丸山の 1 点の
籠編物（いわゆる縄文ポシェット）について、 

 

東名遺跡の出土遺物（左）とその復元品 

 

三内丸山遺跡のいわゆる縄文ポシェット（右側）とその

復元品 

バスケタリー作家の協力のもとで遺物と同
じ植物種の同じ素材部分を使い、遺物と合致
するように素材の調整を行い、遺物に忠実に
復元製作実験を行うことにより、新石器時代
人の素材選択、調整、編組技法の検討を行っ
た。これらの制作過程及び完成品については
報道発表を行い、また学会、シンポジウム等
でも報告した。なお東名遺跡籠編物の素材と
なるムクロジ、イヌビワのへぎ材作成は秋田
県角館のイタヤ細工伝統工芸士の協力を得
た。 

 

（7）以上の研究成果を踏まえ、2012 年 10 月
13 日（土）・14 日（日）に佐賀県立美術館に
おいて「縄文時代の編組製品研究の到達点―
地域性と素材に注目して」と題するシンポジ
ウムを開催し、その成果品として資料集を発
行した。 
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